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は  じ  め  に

ジムニーは「本格的クロスカントリーカー」をコンセプトに発売以来、好評を博して参りました。この度、小変更

を施し、発売する運びとなりました。主な変更点は次の通りです。

主な変更点

1. エンジン

・MT車にクラッチスタートシステムを採用し、安全性の向上を図った。

2. ブレーキ

・ABSコントローラとHUを一体化した。

3. ボデー

・ハザードスイッチの位置をインストルメントパネル中央部に変更し、操作性向上を図った。

発売にあたり、変更、追加された装置、部品の概要、構造及び作動と分解、組立て及び点検、整備についてまとめ

ましたので、サービス並びに販売活動とサービススタッフ各位の正確、迅速な実作業の手引きとしてご利用くださ

い。

2000年4月
スズキ株式会社
サービスグループ

参　考　資　料　名 品　番

サービスマニュアル ジムニー 概要編 40-81AH0

サービスマニュアル ジムニー 整備編 42-81AH0

サービスマニュアル ジムニー 概要・整備　追補No.1 42-81A J 0

サービスマニュアル ジムニー 電気配線図集 43-81AA0

サービスマニュアル K6A エンジン整備書 44-70G10

サービスマニュアル EH型TH型 AT整備書 44-22F20

注意：・本書は、本書初版発行時点の生産車両を対象に作成してあります。その後の生産車両については、仕様

の変更などにより、本書の記載内容と異なることがありますので、ご了承ください。

・本書に記載している説明用のイラスト類は、動作原理や作業要領などを示したもので、実際の形状と異

なる場合があります。

・本書は、整備に関するすべてのことがらを記載しているわけではありません。スズキ四輪車の基本的な

整備上の技能、知識などを有する人や組織（スズキ四輪代理店および販売店）を対象に作成しておりま

すので、これらの技能、知識の無い人は、このマニュアルだけで整備を行わないでください。技能不足、

知識不足などが整備上のトラブル、部品破損などの原因になる場合があります。
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概要　0A-1

セクション　0A

概　　要

目　　次

車種構成 ……………………………………………………………………………… 0A- 2

機種記号の見方

車両型式の見方 …………………………………………………………………… 0A- 2

補助記号の見方 …………………………………………………………………… 0A- 3

主要諸元 ……………………………………………………………………………… 0A- 4

一般概要

車両の識別 ………………………………………………………………………… 0A- 5

セルフダイアグノーシス（自己診断）機能を利用した故障診断

スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000） …………………………… 0A- 6



概要　0A-2

TA －� J B 2 3

発生順（マイナーチェンジ、フルモデルチェンジなど）�

　�

エンジン型式記号�

2：K6A型�

シリーズ内の識別記号�

B：スズキ　ジムニー�

基本シリーズ記号�

J：ジムニー�

自動車排出ガス規制の識別記号�

TA：ガソリン・LPGを燃料とする定員10人以下の乗用自動車（ハイブリッド�
自動車を除く）であって平成12年規制に適合し、かつ低排出ガス車認定�
制度の「平成12年基準排出ガス25％低減レベル」（良－低排出ガス）に�
適合させたもの�

W

ボデー形状記号�

W：ステーションワゴン�

車種構成

※パートタイム4WD車は、運転席、助手席エアバッグ、前席シートベルトプリテンショナ、4輪ABS標準装備

2WD車は、運転席、助手席エアバッグ、前席シートベルトプリテンショナ標準装備

車両型式
エンジン

駆動方式
トランス

ボデー
類別

機種名 補助記号
型式 仕様 ミッション 区分番号

TA-JB23W K6A 2c4vターボ パートタイム 5MT 3ドア 208 XA JXAU-D3

4WD 4AT 240 JXAR-D3

5MT 208 XL JXLU-D3

4AT 240 JXLR-D3

5MT 224 XC JXCU-D3

4AT 256 JXCR-D3

2WD 5MT 804 L JXLF-B3

4AT 836 JXLV-B3

機種記号の見方
車両型式の見方



概要　0A-3

－�J X A U

駆動方式－ミッション�

U ：4WD-5MT F ：2WD-5MT�
R ：4WD-4AT V ：2WD-4AT

グレード�

　�

ボデー形状�

X：3ドア�

車種�

J：ジムニー�

D

仕様など�

D：SRSエアバッグ、ABS付�
B：SRSエアバッグ付�

3

マイナーチェンジ�

3：3型�

補助記号の見方

参考
平成12年排出ガス規制
CO、HC、NOxの排出量規制強化

10・15モード走行時などのCO、HC、NOxの排出量を昭和53年度排出ガス規制値に対してそれぞれ68～69％低減する

規制強化とした。（但し、アイドリング時のCO、HC濃度規制値は平成10年アイドリング規制値と同じ。）

車載式故障診断システム（OBDシステム）の義務づけ

長期的に排出ガス低減装置（エンジン制御装置）の性能が維持されていることを監視し、異常時は運転者に警報を

発し、整備が必要なことを知らせる車載式故障診断システムの装備が義務づけられた。

低排出ガス車認定制度
規程の60,000km耐久走行後の10・15モード、11モード走行時のCO、HC、NOxの排出量が、最新排出ガス規制値に

対して規程の低減レベルに達していることを認定するもの。

ガソリン・LPGを燃料とする乗用自動車の10・15モード走行時の平均排出ガス量

CO HC NOx

昭和53年度排出ガス規制値 2.10g/km 0.25g/km 0.25g/km

平成12年排出ガス規制値 0.67g/km 0.08g/km 0.08g/km

平成12年基準排出ガス25％低減レベル 0.67g/km 0.06g/km 0.06g/km
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10385

208 224 240 256 804 836

スズキTA-JB23W

スズキJB23W

軽（4輪）

乗用

ステーションワゴン

2.250

ガソリン

K6A

0.658

3.395

1.475

1.680 1.715 1.680 1.715 1.665

1.265

1.275

1.565

1.220

1.210

530 530 540 540 500 510

440 450 440 450 430 430

970 980 980 990 930 940

4

595 595 605 605 565 575

595 605 595 605 585 585

1,190 1,200 1,200 1,210 1,150 1,160

45

44

2D（S）－2D 2－2Ｄ

175／80R16  91Q

175／80R16  91Q

指 定 番 号

類 別 区 分 番 号

車 名 お よ び 型 式

車 台 の 名 称 お よ び 型 式

自 動 車 の 種 別

用 途

車 体 の 形 状

軸 　 　 　 　 　 　 　 　 距 （ m）

燃 料 の 種 類

原 動 機 の 型 式

総 　 　 排 　 　 気 　 　 量 （ L ）

長 　 　 　 　 　 　 　 　 さ （ m）

幅 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ m）

高 　 　 　 　 　 　 　 　 さ （ m）

車 両 総 重 量

（kg）

車 両 重 量

（kg）

輪　　　距（m）

室 内 の 寸 法

（m）

乗　　　車　　　定　　　員 （人）

最 大 安 定

傾 斜 角 度（ °）

前 輪

後 輪

長 さ

幅

高 さ

前 軸 重

後 軸 重

計

前 軸 重

後 軸 重

計

左

右

機 種 記 号

タ イ ヤ
前 輪

後 輪

車 輪 配 列

JB23W

JXAU-D3
JXCU-D3

JXAR-D3
JXCR-D3 JXLF-B3 JXLV-B3

JXLU-D3 JXLR-D3

主要諸元
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一般概要
車両の識別
車台番号
打刻位置……リヤ右側タイヤハウス内のシャーシフレームに打刻

JB23W-210001～

右リヤタイヤ



概要　0A-6

……�

……�

車両�

SDLコネクタ�双方向通信�
（通信速度10.4kbps）�

スズキ�
ダイアグノスティック�
モニタ（S-DM2000）�

EPI�
コントローラ�
（ECM）�

AT�
コントローラ�

ABS�
コントローラ�

セルフダイアグノーシス（自己診断）機能を利用した故障診断
スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000）
スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000）は、EPI・AT・ABS等の車載ECU（エレクトロニックコントロー

ルユニット）との双方向通信による故障診断器である。

車載ECUとスズキダイアグノスティックモニ

タ（S-DM2000）の通信方法には、国際標準化

機構（ISO）の規格に準拠したシリアル通信を

採用した。

S-DM2000の機能

※1 S-DM2000によるダイアグコード表示は、SAEコード（米国自動車技術協会規格に準拠したダイアグコード）

による表示である。

※2 長期診断用アダプタケーブル（オプション品）が必要

S-DM2000対応コントローラ

機　　能 概　　　要

動作状況表示（リアルタイム） ECUデータの表示が可能

ダイアグコード　※1 ダイアグコードの表示、消去が可能

動作状況記録（メモリ） ECUデータの記録（メモリ）が可能

アクティブ制御 アクチュエータの強制駆動が可能

長期診断　※2 再現性の低い故障現象を長期間にわたって監視し、トリガ条件が発生した時点

（スズキ代理店モード時のみ） のECUデータが保存可能

EPIコントローラ AT ABS エアバッグ

（ECM） コントローラ コントローラ コントローラ

動作状況表示
○ ○ ○ ○

（リアルタイム）

ダイアグコード ○ ○ ○ ○

動作状況記録
○ ○ ○ ○

（メモリ）

○ ○

アクティブ制御 ・エンジン回転速度制御 ※ － ・減圧作動点検 －

・点火時期固定 ・HU2次配管エア抜き ※

長期診断 ○ ○ ○ ○

※スズキ代理店モード時のみ可能
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CJK0A010

BAT

Ｓ
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Ｌ�

Ｓ
Ｇ
Ｎ
Ｄ�
Ｃ
Ｇ
Ｎ
Ｄ�

STDX5001

SDLコネクタ�

16 15 14 13 12 11 10 9

8 7 6 5 4 3 2 1

車両との接続
・運転席足元付近にあるSDLコネクタにスズキダイアグノスティッ

クモニタ（S-DM2000）を接続する。

注意：スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000）の使用

方法は、カートリッジ取扱説明書 共通編（99000-79J01-

009）を参照する。

ダイアグノスティックモニタ：99000-79J01-001

カートリッジ ：99000-79J01-002

1. スズキダイアグノスティックモニタ
2. SDLコネクタ

端子名 機能

BAT バッテリ電源

SDL シリアル通信線

SGND シグナルグランド

CGND シャーシグランド

1

2





定期点検整備　0B-1

セクション　0B

定期点検整備
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定期点検整備　0B-2

定期点検整備実施要領

注意：・本文中にある点検時期は、「自家用乗用車等」の点検

時期を示す。

・本セクションでは、定期点検整備の実施要領のみを記

載している。該当項目について部品の取外し及び交換

等必要な場合は、該当するセクションを参照する。

1. キャンバ、キャ
スタキングピン
ゲージ

2. ターニングラジ
アスゲージ

ステアリング装置
フロントホイールアライメント
点検時期：2年（距離項目）

注意：ホイールアライメントの点検、調整を行う前に、下記の

項目を点検する。

・タイヤの空気圧及び異常摩耗

・ホイールベアリング、ボールジョイント及びタイロッ

ドエンドのがた

・サスペンションの改造及びへたり

・ホイールバランス

1. ホイールアライメントテスタを使用して、トーイン、キャン

バ、キャスタが規定の範囲にあるか点検する。

注意：キャンバ及びキャスタの測定ミスを防止するために、車

両を上下に数回揺さ振り、サスペンションを落ち着かせ

てから測定する。

トーイン（mm） ：IN4±2

キャンバ（度） ：0°30′±1°

キャスタ（度） ：2WD 3°15′±1°

4WD 1°55′±1°

キングピン傾斜角（度）：13°00′±1°

参考：タイヤの異常摩耗及びステアリングホイールの振れなど

の不具合が認められない場合は、サイドスリップテスタ

を使用して点検してもよい。

サイドスリップ（mm/m）：IN3～OUT1



エンジンエレクトリカル　1D-1

セクション　1D

エンジンエレクトリカル
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エンジンエレクトリカル　1D-2

概要
MT車のクランキングシステムに、クラッチペダルを踏んでいないとエンジンが始動できないクラッチスタートシス

テムを採用した。

作動
エンジンスイッチがST（スタート）の位置になると（MT仕様は

クラッチスタートスイッチもON、AT仕様はインヒビタスイッチ

もON）、マグネット（モータ）スイッチコイルが磁化され、プ

ランジャピニオンドライブレバーが動き、ピニオンがエンジン

のフライホイールギヤと噛み合う。このとき、マグネットスイッ

チもON状態になり、エンジンが始動する。

エンジン始動時、イグニッションスイッチがSTの位置にある間、

ピニオンワンウェイクラッチは、アーマチュアの速度が上がり

過ぎるのを防ぎ、スイッチがSTの位置でなくなると、マグネッ

トスイッチ内部のリターンスプリングによってピニオンが外れ

る。

クラッチスタートシステム
クラッチペダルをいっぱいまで踏み込まないとエンジンを始動

できないシステムで、エンジン始動時の誤操作による誤発進な

どを未然に防止する。



エンジンエレクトリカル　1D-3

故障診断
クランキングシステム

状　　態 推　　定　　原　　因 処　　置　　方　　法

スターティングモータが マグネットスイッチの作動音がしない

作動しない ・バッテリの充電不良 バッテリの充電

・バッテリの劣化によるバッテリ電圧の低下 バッテリの交換

・バッテリ端子の接続不良 修正又は交換

・アース端子の接続不良 修正又は交換

・ヒューズ切れ 交換

・イグニッションスイッチの不良 交換

・シフトレバースイッチの調整不良 調整

・シフトレバースイッチの内部不良 交換

・ハーネスカプラの接続不良 修正

・ハーネスの断線 修正

・プルインコイルの断線 マグネットスイッチの交換

・プランジャの滑り不良 交換

・クラッチスタートスイッチの不良 交換（Sec 2C参照）

マグネットスイッチの作動音がする

・バッテリの充電不良 バッテリの充電

・バッテリの劣化によるバッテリ電圧の低下 バッテリの交換

・バッテリ端子の接続不良 修正又は交換

・マグネットスイッチの主接触点の焼け、作動 マグネットスイッチの交換

　時の接触不良

・ブラシの固定不良又は摩耗 ブラシの修正又は交換

・ブラシスプリングの弾力低下 スプリングの交換

・コミュテータの焼け 交換

・アーマチュア層の短絡 交換

スターティングモータは作 まずバッテリ及び配線を点検し、正常な場合は

動するが、作動速度が遅い スターティングモータを点検する

（トルクが小さい） ・マグネットスイッチの主接触点の接触不良 マグネットスイッチの交換

・アーマチュア層の短絡 交換

・コミュテータの外れ、焼け及び摩耗 修正又は交換

・ブラシの摩耗及び損傷 ブラシの交換

・ブラシスプリングの弾力低下 スプリングの交換

・ブッシュの焼け及び異常摩耗 ブッシュの交換

スターティングモータは作 ・ピニオンチップの摩耗 クラッチアッシの交換

動するが、エンジンが始動 ・ワンウェイクラッチの滑り不良 クラッチアッシの交換

しない ・ローラスプリングの不良によるクラッチの滑り クラッチアッシの交換

・リングギヤの摩耗 クラッチアッシの交換又は

フライホイールの交換

異音がする ・ブラシの異常摩耗 ブラシの交換

・ピニオン及びリングギヤの摩耗 クラッチアッシの交換又は

フライホイールの交換

・ピニオンの滑り不良（戻りが悪い） クラッチアッシの交換

・アイドルギヤの摩耗 クラッチアッシの交換

スターティングモータが止 ・マグネットスイッチの主接触点の焼け マグネットスイッチの交換

まらない ・マグネットスイッチコイル内の短絡 マグネットスイッチの交換

・イグニッションスイッチの戻り不良 交換





マニュアルトランスミッション　2A-1

セクション　2A
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マニュアルトランスミッション　2A-2

CMK2A010

概要
リヤギヤシフトコントロールにおいて、エクステンションロッドとギヤシフトレバーケースを分離構造とすること

によりシフトレバーへの振動入力を低減させた。

分解整備
リヤギヤシフトコントロール
エクステンションロッドの取付け構造の変更以外、分解整備方法に変更はありません。

a 締付トルクN・m｛kgf・cm｝

b グリース剤塗布

1. ギヤシフトノブ
2. ギヤシフトレバー
3. ギヤシフトレバーブーツNo.1
4. ギヤシフトレバーブーツNo.2
5. ギヤシフトレバーブーツNo.3
6. ギヤシフトレバーブーツカバー
7. ギヤシフトレバーケースプレート
8. ギヤシフトコントロールレバーシート

9. ギヤセレクトボルト
10. ギヤシフトレバーケース
11. ギヤシフトリヤシャフト
12. エクステンションロッド
13. ギヤシフトコントロールレバーブッシュ
14. Oリング
15. オイルシール

1
1

2

2

9

4

7

5

8b
3

6
bb

11 15b 12

14b

13b

10

a 5.5｛56｝

a 23｛230｝

a 50｛510｝

a 23｛230｝

a 33｛340｝

a 23｛230｝

a 5.5｛56｝

a 23｛230｝

a 18｛180｝



クラッチ　2C-1

セクション　2C

クラッチ
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クラッチ　2C-2

CMK2C010

概要
クラッチペダルを踏んでないとエンジンが始動できないクラッチスタートシステムを採用した。

1. クラッチスタートスイッチ
2. クラッチペダルスプリング
3. クラッチペダルリターンストップボルト
4. クラッチペダル
5. ペダルパッド
6. クラッチペダルクッション

6

3

2

6

1

4

5



クラッチ　2C-3

CMK2C020

CMK2C011

Ω�

CMK2C030

車上整備
クラッチスタートシステム
点検
クラッチスタートシステム

1. クラッチペダルを踏まない状態で、エンジンが始動しないこ

とを確認する。

2. クラッチペダルをいっぱいに踏み込んだ状態で、エンジンが

始動することを確認する。

・上記の点検で不具合のある場合はクラッチスタートスイッチ単

体での点検及び、クラッチスタートスイッチとクラッチペダル

のすき間調整を行なう。

1. エンジン始動可
2. エンジン始動不可
3. クラッチペダル
4. クラッチスタートスイッチ

通常時 無

踏み込み時 有

クラッチスタートスイッチ

1. バッテリの-ケーブルを取り外し、クラッチスタートスイッ

チカプラを取り外す。

2. クラッチペダルの状態による、クラッチスタートスイッチの

導通の有無を点検する。

調整
クラッチスタートスイッチ

・クラッチペダルをいっぱいに踏み込んだ状態で、スイッチのネ

ジ部先端とペダルステーとのすき間を調整する。

すき間 A ：1.75±0.25mm

締付トルク（a）：7.5N・m｛75kgf・cm｝

注意：スイッチの点検、調整をする場合はクラッチペダルのス

トローク及び遊びが基準値以内か確認すること。

1. クラッチスタートスイッチ
2. 抵抗計

1. クラッチスタートスイッチ
2. ペダルステー

1

2

2 A

1

（a）

b1 a2

3

4



クラッチ　2C-4

CMK2C040

分解整備
クラッチペダル

1. クラッチスタートスイッチ
2. クラッチペダルスプリング
3. クラッチペダル
4. ペダルパッド
5. クラッチペダルクッション
6. ブレーキペダルリターンスプリング
7. ブレーキペダル
8. ブレーキペダルクッション

取外し／取付け
・上記の図を参考に取外し、取付けを行う。

b グリース剤塗布

b

a 7.5｛75｝

a 23｛230｝

5

1

a 23｛230｝

b

7

8

b

b
b

2

b

3
4

b

5

a 締付トルクN・m｛kgf・cm｝
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トランスファ　2D-2

状　　　　　態 推　　　定　　　原　　　因 処 置 方 法

異音 ・潤滑油の不足 補　充

・ベアリングの破損又は摩耗 交　換

・ギヤの破損又は摩耗 交　換

・スリーブ又はギヤのチャンファ部の摩耗 交　換

概要
従来のトランスファから2WD↔4WD切替機構を取り外し2WD仕様とした。
4WD仕様におけるトランスファレバー、プラネタリユニットおよびフロント出力機構を廃止し、アウトプットシャ

フトを一体化することにより2WD仕様としている。

故障診断

基本点検
オイル交換
1. オイル交換又はオイル量の点検をする前に、必ずエンジンを

停止させ車体を水平にリフトアップする。

2. 車体をリフトアップした状態でオイル量を点検するとともに

オイル漏れが無いかを調べる。オイル漏れが見つかった場合

は修理をすること。

3. ドレンプラグを外してオイルを抜く。

4. ドレンプラグにシーラントを塗布し、規定トルクで締め付け

る。

シーラント（スズキスリーボンド1215）：99000-31080-15A

ドレンプラグ締付トルク：23N・m｛230kgf・cm｝

5. レベルプラグホールより指定オイルを規定量（レベルプラグ

ホールの口元）注入し、レベルプラグにシーラントを塗布し、

規定トルクで締め付ける。

指定オイル：スズキ四輪ギヤオイル75W-90（GL-4）

オイル容量（L）：1.25

レベルプラグ締付トルク：23N・m｛230kgf・cm｝

トランスファオイル交換時期：40,000km走行毎

  「シビアコンディション時：20,000km走行毎」

1. ドレンプラグ
2. レベルプラグ

2

1



トランスファ　2D-3

CMK2D011

分解整備
トランスファの分解整備は、ジムニー 整備編（42-81AH0）セクション2Dを参考に行なう。

1. インプットシャフト
2. ドライブチェーン
3. アウトプットシャフト
4. スプロケットギヤ
5. 車速センサギヤ
6. フロントケース
7. リヤケース

a 締付トルクN・m｛kgf・cm｝

a 30｛330｝

1

2

7

5

a 30｛330｝

a 18｛180｝

43

6

a 27｛280｝





フロントデファレンシャル　2E1-1

セクション　2E1

フロントデファレンシャル

概　　要

フロントデファレンシャルキャリアの材質をアルミ製に変更し、軽量化を図った。





フロントドライブアクスル　3A-1

CYT3A010

セクション　3A

フロントドライブアクスル

概　　要

2WD仕様のフロントドライブアクスルを設定した。

a 締付トルクN・m｛kgf・cm｝

b グリース剤塗布
d シール剤塗布

1. アクスルハウジング
2. キングピン
3. ステアリングナックル
4. ホイールスピンドル
5. オイルシール
6. サークリップ
7. ホイールベアリング

8. ホイールハブ
9. ワッシャ
10. ホイールベアリングロックナット
11. ロックワッシャ
12. スクリュ
13. フロントハブキャップ
14. ホイールハブキャップ

b

d

1

2

a 25｛250｝

a 10｛100｝
7

6

5b

8

9

10

a 220｛2,200｝

11

14

13

12

a 1.5｛15｝

4

3

分解整備については、フロントサスペンション（セクション4B）参照





プロペラシャフト　3B-1

セクション　3B

プロペラシャフト

概　　要

2WD仕様のプロペラシャフトは、プロペラシャフトNo.1、No.3の2本で構成されている。

1. プロペラシャフトNo.1
2. プロペラシャフトNo.3

1

3





フロントサスペンション　4B-1

セクション　4B

フロントサスペンション
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フロントサスペンション　4B-2

COF4B010

概要
2WD仕様はスタビライザバーを変更し、車両の安定性の向上を図った。

2WD 4WD

トーイン （mm） 4±2 ←

キャンバ角 0°30′±1° ←

キャスタ角 3°15′±1° 1°55′±1°

キングピン傾斜角 13°00′±1° ←

タイヤ切角
内側 35°±3° ←

外側 32°±3° ←

a 締付トルクN・m｛kgf・cm｝

a 50｛510｝

a 20｛200｝

3

2

4

1

1. スタビライザバー
2. ブラケット
3. マウントブッシュ
4. スタビライザボールジョイント

基本点検
フロントホイールアライメント

分解整備
スタビライザバー　2WD



フロントサスペンション　4B-3

COF4B020

ホイールハブ　2WD

取外し
1. フロントハブキャップを取り外す。

2. スクリュを外し、ホイールベアリングロックワッシャを取り

外す。

3. 特殊工具を使用してホイールベアリングロックナットを取り

外す。

特殊工具A（リングナットレンチ）：09951-16050

a 締付トルクN・m｛kgf・cm｝
1. フロントハブキャップ
2. スクリュ
3. ホイールベアリングロックワッシャ
4. ホイールベアリングロックナット
5. ホイールベアリングワッシャ

b グリース剤塗布
d シール剤塗布

6. ホイールハブ
7. ホイールベアリング
8. サークリップ
9. ホイールベアリングオイルシール
10. ホイールスタッドボルト

1. ホイールベアリングロックワッシャ
2. スクリュ

2

1

A

b

d

9

8

7

6

b

10

5

4

3

12

a 220｛2200｝

a 1.5｛15｝



フロントサスペンション　4B-4

4. ホイールスピンドルから、ホイールハブアッシを取り外す。

5. 特殊工具を使用して、ホイールベアリングオイルシールを取

り外す。

特殊工具A（オイルシールリムーバ）：09913-50121

6. ホイールハブからサークリップを取り外す。

7. 特殊工具を使用し、プレスにてホイールベアリングをホイー

ルハブより抜き取る。

特殊工具A（ベアリングインストーラ）：09913-75520

8. プレスを使用して、ホイールスタッドボルトを抜き取る。

1. サークリップ

1. プレス
2. ホイールスタッドボルト
3. ホイールハブ

1. プレス



フロントサスペンション　4B-5

取付け
取外しと逆の手順で行なうが、次の点に注意する。

・特殊工具を使用して、ベアリングを圧入する。

特殊工具A（ベアリングインストーラアダプタA） ：09924-84510-002

B（ベアリングインストーラサポート） ：09944-78210

・特殊工具を使用して、ホイールベアリングオイルシールを圧入

する。

特殊工具A（ベアリングインストーラ）：09944-88210

・ホイールベアリングオイルシールの凹部（左図参照）にグリー

スを充填する。

・ホイールベアリングインナレース内径部に薄くグリースを塗布

する。

グリース（スズキスーパーグリースC）：99000-25030

・特殊工具を使用して、ホイールベアリングロックナットとロッ

クワッシャの穴が一致するように、規定トルク値でロックナッ

トを締め付ける。

特殊工具A（リングナットレンチ）：09951-16050

締付トルク：220N・m｛2,200kgf・cm｝

注意：ロックナット締付時、ハブを±90°以上（1往復以上）回

転させながら締め付けること。

・ロックワッシャを組み付け、規定トルクでスクリュを締め付け

る。

締付トルク：1.5N・m｛15kgf・cm｝

1. プレス
2. ホイール
ベアリング

1. オイルシール

1. ホイールハブ
2. オイルシール

1. トルクレンチ

1. ロックワッシャ

1



フロントサスペンション　4B-6

・ハブキャップのホイールハブにはめ込み部全周にシーラントを

塗布すること。

・ハブキャップはホイールハブに奥まではめ込むこと。

シーラント（セメダイン366E）：99000-31090

1. フロントハブキャップ
2. ホイールハブ

2

1

シーラント塗布

シーラント塗布



フロントサスペンション　4B-7

純　　正　　用　　品 使　用　箇　所

スズキスーパグリースC ・オイルシールリップ

99000－25030 ・ホイールベアリング

セメダイン366E ・ハブキャップの接合面

99000－31090

補修材料一覧

特殊工具一覧

リングナットレンチ オイルシールリムーバ ベアリングインストーラ ベアリングインストーラアダプタA
09951-16050 09913-50121 09913-75520 09924-84510-002

ベアリングインストーラサポート ベアリングインストーラ
09944-78210 09944-88210





ブレーキコントロール　5B-1

セクション　5B

ブレーキコントロール
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ブレーキコントロール　5B-2

1.0

ABS制御範囲（0.1～0.3）�

乾燥路面�

濡れた路面�

雪路�

コ
ー
ナ
リ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ス�氷上�

スリップ率�
（転動）� （ロック）�
0 1.0

タ
イ
ヤ
と
路
面
の
摩
擦
係
数�

スリップ率＝�
車両速度－車輪回転速度�

車両速度�

CWQ50020

μ�

概要
急ブレーキや雪道・水たまりなどの滑り易い路面でのブレーキでは、車両が動いているのに車輪がロックしてスリッ

プを起こすことがある。ABS（アンチロックブレーキ システム）は、このようなブレーキ時に4輪それぞれの車輪

回転速度を検出し、電子制御により4輪それぞれの車輪のブレーキ液圧をコントロールする。

この制御により車輪のロックを防止し、操舵性及び車両方向安定性を確保することを目的としたブレーキシステム

である。

ABS基本理論
ブレーキをかけると車輪回転速度は車両速度より減少

し、車輪（タイヤ）と路面の間にはスリップが生じる。

このスリップの大きさをスリップ率といい、一般にタ

イヤと路面の摩擦係数（μ）はスリップ率＝0.1～0.3

で最大となり、制動力も最大となる。また、タイヤが

ロックすると制動力が小さくなる。

車両旋回時タイヤが発生するコーナリング フォースは、

スリップ率＝0のとき最大となり、スリップ率が増加

すると減少し、タイヤロックでは最小となる。

したがって、前輪がロックした状態で操舵を行っても、

前輪の向きは変わるものの路面を滑って行き、車両の

方向は変わらない。

ABSは、各車輪のブレーキ液圧を保持・減圧・増圧し、

各車輪のスリップ率がABS制御範囲になるように制御

する。

4輪ABS�
装着車�

4輪ABS�
非装着車�

4輪ABS説明イメージイラスト�

ブレーキ�
開始地点�

滑り易い路面�

CWQ50010



ブレーキコントロール　5B-3

ABSの注意事項
1）ABSは制動距離を短くするための装置ではありません。

ABS作動による車両操舵性及び車両方向安定性の確保にも限界があります。

速度、車間距離などに注意して安全運転に心がけてください。

下記の条件などでは、ABS非装着車より制動距離が長くなる場合があります。

・道路の継ぎ目などの段差を乗り越えるとき

・凸凹路や石だたみなどの悪路走行しているとき

・ジャリ道、新雪路を走行しているとき

・タイヤチェーンを装着して走行しているとき

2）指定サイズ以外のタイヤなど、指定以外の部品を装着した場合、ABS制御性能に悪影響を及ぼします。
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システム構成
本システムは、4個のホイールスピードセンサにより各車輪の回転状態を検出し、右前輪と左前輪を独立して制御す

るとともに、後輪は先にスリップが発生する側に合わせて左右ブレーキを同時に制御する4センサ3チャンネルのABS

である。各車輪のホイールスピードセンサとGセンサからの信号により車輪のスリップ状態を検出し、各車輪のブレー

キ液圧を制御する。

また、万一システムに異常が発生した場合でも、フェイルセーフ機能により通常のブレーキとすることで安全性を

確保するとともに、セルフダイアグノーシス（自己診断）機能により整備性の向上をはかった。

本システムは、ハイドロリックユニット（HU）にABSコントローラを内蔵させ、一体とした。

構成部品配置

CYK60020 Gセンサ

リヤホイール
スピードセンサ

CYK60040

HU

CYK60050
ABSヒューズ
50A

CYK60060

フロントホイールスピードセンサ

CYK60070

ダイアグ
モニタカプラ

CYK60030
CYK5B030

ODO TRIP A B

ABS警告灯
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機　能

各車輪の回転速度を検出する。

制動時の車体減速度を検出する。

ブレーキペダルを踏んでいるかどうかを検出する。

ABSコントローラの指令により、各ホイールシリンダのブレーキ液圧を増圧、保

持、減圧させる。

システム正常時にHUのソレノイドバルブへ電源を供給し、異常検出時に電源を

遮断する。

ABSコントローラの指令により、HUのポンプモータへ電源を供給する。

・各ホイールスピードセンサからの信号により、車輪のスリップ状態を検出し、

HUのソレノイドバルブを駆動する。

・システム異常時、フェイルセーフ機能により通常ブレーキに戻し、メータ内の

ABS警告灯を点灯する。

・システムのセルフダイアグノーシス（自己診断）を実行する。

4WD表示灯の状態により、駆動方式（2WD／4WD）を検出する。

・システム異常時に点灯する。

・ダイアグノーシスコードを点滅出力する。

部　品　名

ホイールスピードセンサ

Gセンサ

ストップランプスイッチ

ハイドロリックユニット（HU）

ソレノイドバルブリレー

（HU一体）

ポンプモータリレー（HU一体）

ABSコントローラ（HU一体）

4WD表示灯

ABS警告灯

構成部品機能
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システム配線図

注. 内部回路は動作を理解するための概念図で、一部実物と異なる場合がある。
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コントローラ（HU）側カプラ�

25 24 151618 17192021
11121314

2 1346723 22

地� 天�

ハーネス側カプラ�

2221 3 4 6 7
11 12 13 14

15 16 211817 19 20

23

24 25

HU

コントローラ端子配列

端子
配線色

端子
端子名

番号 記号

端子名一覧表

緑

緑／白

緑

緑／黒

黄／黒

黄

赤／白

桃／黒

橙／黒

赤／青

橙

青／白

青

黒／白

淡緑／黒

淡緑／赤

桃／緑

黒

白／青

黒

白／青

アイドルアップ信号

ストップランプスイッチ

ホイールスピードセンサ＋（前・右）

ホイールスピードセンサ－（前・右）

ホイールスピードセンサ－（後・右）

ホイールスピードセンサ＋（後・右）

Gセンサ信号

ダイアグノーシススイッチ

Gセンサ グランド

ABS警告灯

ホイールスピードセンサ＋（前・左）

ホイールスピードセンサ－（前・左）

4WD信号

コントローラ電源（イグニッションスイッチ経由）

ホイールスピードセンサ＋（後・左）

ホイールスピードセンサ－（後・左）

シリアルデータリンク

グランドNO.2（ポンプモータ）

ポンプモータ電源

グランドNO.1（コントローラ）

ソレノイドバルブ電源

IDU

STS

FR＋

FR－

RR－

RR＋

GS

DNS

GNDG

WL

FL＋

FL－

4WD

IG

RL＋

RL－

SDL

GND2

＋BM

GND1

＋BS

1

2

3

4

6

7

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25
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インレット�
ソレノイド�
バルブ�

インレット�
ソレノイド�
バルブ�

インレット�
ソレノイド�
バルブ�

アウトレット�
ソレノイド�
バルブ�

アウトレット�
ソレノイド�
バルブ�

アウトレット�
ソレノイド�
バルブ�

チェック�
バルブ�

チェック�
バルブ�

チェック�
バルブ�

チェック�
バルブ�

リターン�
チェック�
バルブ�

リターン�
チェック�
バルブ�

リターン�
チェック�
バルブ�

リザーバ　　�リザーバ　　�

左前輪� 右前輪� 右後輪� 左後輪�

ブレーキ配管図�
�

P M P

ハイドロリックユニット（HU）
HUは、ソレノイドバルブ、リザーバ、ポンプ、ポンプモータのブ

レーキ液圧制御機構部と、ABSコントローラ部で構成されており、

エンジンルーム左側にマウントラバーを介して設置されている。

HUは、マスタシリンダと各ホイールシリンダ間に装着され、ABS

コントローラの信号により各ソレノイドバルブを駆動し、各ホイー

ルシリンダのブレーキ液圧を制御する。

1. ハイドロリックユニット

1
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SWD5B100

FRホイールスピードセンサ�

FLホイールスピードセンサ�

RRホイールスピードセンサ�

RLホイールスピードセンサ�

ストップランプスイッチ�

Gセンサ�

4WD信号�

バッテリ電圧�

ダイアグスイッチ�
（ダイアグモニタカプラ内）�

FRインレットソレノイド�

FRアウトレットソレノイド�

FLインレットソレノイド�

FLアウトレットソレノイド�

Rインレットソレノイド�

Rアウトレットソレノイド�

ABS警告灯�

ソレノイドバルブ�
リレー�

フェイル�
セーフ制御�

自己診断�

SDLコネクタ�

ABS制御�

ABSコントローラ�

ハイドロリックユニット（HU）�

ECM

ポンプモータ�
リレー� ポンプモータ�

CWB5B810

速度　�
（km/h）�

0

0

スリップ発生�

推定車体速度�

車輪速度�

スリップ大�

減圧�

保持�

増圧�

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ホイールスピード�
センサ信号�

液圧モード�

インレット�
（保持用）�

アウトレット�
（減圧用）�

ポンプモータ�

ブレーキ液圧�

バ
ル
ブ�

ソ
レ
ノ
イ
ド�

ホイールシリンダー圧力�

マスターシリンダー圧力�

制御

ABS制御
ABSコントローラは、各ホイールスピードセンサ、ストップランプスイッチ、4WD信号及びGセンサの信号により、

車輪回転速度、車体減速度、推定車体速度を演算し、各車輪のスリップ状況を常に監視している。

ブレーキ作動により、車輪にスリップが発生すると保持、スリップが大きくなると減圧、スリップが小さくなると

増圧を行い、各車輪のスリップ率がABS制御範囲内となるように、ホイールシリンダ液圧を制御する。
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ODO TRIP A B

CWG5B080

IG. SW.

IG. SW. ON後、2秒間ABS警告灯を点灯する�

ABS�
警告灯�

点灯�

2秒間�

異常があれば連続点灯�

異常がなければ消灯�

ON

フェイルセーフ制御
万一システムに異常が発生した場合、ABS警告灯を点灯させ、ABS

に異常があることを知らせるとともに、ABS機能を停止させ、通

常のブレーキシステムとする。

注意：ブレーキ系統に発生した異常（液圧の低下、液漏れ等）

に対応するフェイルセーフ制御は、ABSシステムでは行

わない。

故障診断
セルフダイアグノーシス（自己診断）機能
システムの異常を検出すると、そのダイアグコードの記憶及び表示を行なうセルフダイアグノーシス（自己診断）

機能を備えている。

イニシャルチェック

1. イグニッションスイッチON時（静的チェック）

イグニッションスイッチON後2秒間で、コントローラ、ソレノイドバルブ、ソレノイドバルブリレー、ホイール

スピードセンサ及びGセンサの静的チェック（車両停車中でも可能なチェック）を行う。

コンビネーションメータ内のABS警告灯はイグニッションスイッチONと同時に点灯し、2秒間のイニシャルチェッ

ク後異常がなければ消灯し異常があれば連続点灯する。

2. 車両発進直後

イグニッションスイッチON後、初回の車両発進直後ソレノイドバルブ及びポンプを短時間作動させ、ソレノイド

バルブ、ポンプモータ及びポンプモータリレーのチェックを行う。

走行中のチェック（動的チェック）

車両走行中は常時、ホイールスピードセンサ信号及びGセンサ信号の動的チェック（車両走行中でないとできないチェッ

ク）を行う。

1. ABS警告灯
1
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CWB5BA10

セルフダイアグノーシスによる故障診断
・ABSコントローラは異常内容を記憶し、ABS警告灯の点滅により故障内容を表示するセルフダイアグノーシス（自

己診断）機能を備えている。システムに異常が発生したときはまず、このセルフダイアグノーシスによる点検を

行う。

注意：・ブレーキ系統に発生した異常（液圧の低下、液漏れ等）に対応するフェイルセーフ制御は、ABSシステ

ムでは行わない。

・走行状態（ホイールスピン等）によっては、走行中のチェック（動的チェック）において、システム異

常を誤診断する場合がある。

・システムの点検を行う際は、セクション0A「作業上の注意・電気系」及び「セルフダイアグノーシス（自

己診断）機能を利用した故障診断」を参照すること。

故障診断時の注意
ダイアグコード点検時の注意

・ABSシステムには、以下に示す2種類の故障がある。

車両停車中でも検出可能な故障（ハーネスの断線、短絡等）

車両を走行させないと検出できない故障（ホイールスピードセンサ、Gセンサの入力信号等）

・修理後、ABS警告灯が消灯しない場合は、走行テスト（車速30km/h以上で10秒間以上）を行うこと。

・ABSコントローラは、ダイアグコードを記憶しているため、一時的な故障又は修理後に正常復帰した場合でも、

ダイアグコードを表示できる。

・一旦、記憶されたダイアグコードは、消去操作を行うまで保存される。

修理後は、システムの正常を確認後、ダイアグコードの消去を行う。

システム回路点検時の注意

・一時的なトラブルの多くは、回路上の接続不良が原因であるた

め、欠陥があると思われる回路上のコネクタ及びハーネスを注

意深く点検する。

・コントローラ（HU）のカプラを外すときは、必ずエンジンルー

ムにあるメインヒューズボックス内のABSヒューズを外してか

ら、コントローラ（HU）のカプラを外すこと。

・コントローラ（HU）のハーネス側カプラは、防水カプラである。

分解及びハーネス側からプローブ等を直接接続しないこと。

・端子側から接続するときは、メス側端子が開くのを防ぐため、

適切なサイズの端子で作った測定用リード線を使用しカプラ内

の端子に直接プローブを接続しないこと。

1. ABSヒューズ50A

1
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以降繰り返し�

(例)ダイアグコード“13”，“22”の表示�

点灯�

消灯�
�

W/L

IGN〈ON〉�

A a b3B b1 B B

b2

3回繰り返す� 3回繰り返す�

 A=2sec�
  a=5sec�
 B=0.3sec�
�

RWB5B821

b1=1sec�
b2=0.3sec�
b3=3sec

ダイアグコード表示方法
ダイアグコードは、室内ペダルブラケット付近にあるダイアグモ

ニタカプラ（青色6極）の［ABS－DNS］と［GND］間を接続する

ことにより、ABS警告灯が点滅しダイアグコードを表示する。ダ

イアグコードは、小さいものより順に3回ずつ表示し、最後まで表

示すると再度最初から表示を繰り返す。

注意：・車速が3km/h以上の場合は、ダイアグコードの表示を中

断する｡

現在システム正常のとき、ABS警告灯：消灯

（ABS作動可能）

現在システム異常のとき、ABS警告灯：点灯

（通常のブレーキシステム）

ダイアグコードの消去
車両停車で、イグニッションSWをON、イニシャルチェック正常

終了（ABS警告灯2秒間点灯後、消灯）の状態で、10秒以内に5回

以上ダイアグモニタカプラ内のDNS端子のON（GND接続）、OFF

を繰り返したとき、過去故障のダイアグコード記憶を消去する。

注意：現在異常発生中（ABS警告灯点灯中）は、現在発生中の

ダイアグコードの消去はできない。

システム故障状態 DNS端子 警告灯の状態 又は 出力コード

過去故障 開放（通常） 消灯（システム正常）

現在異常 無 接地（点検時）正常コード＝12　出力

無 過去故障 開放（通常） 消灯（システム正常）

有 接地（点検時）過去ダイアグコード　出力

過去故障 開放（通常） 点灯

現在異常 無 接地（点検時）現在ダイアグコード　出力

有 過去故障 開放（通常） 点灯

有 接地（点検時） 現在＋過去ダイアグコード　出力

0.1 ≦ T ≦ 2.5s

参考
スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000）により、ダイアグコードの表示及び消去が可能である。

注意：・スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000）の操作方法は、カートリッジ取扱説明書 共通編を参

照のこと。

1. ダイアグモニタカプラ

1

CYK5B031
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診　断　内　容

システム正常

コントローラ電源電圧が異常に

高い

コントローラが作動していない

下記のいずれかの症状を検出

①入力電圧が規定範囲外

②入力信号異常

IG端子電圧正常かつABS非作動

時、STS端子の入力電圧が基準値

外

センサ信号回路の断線

センサのパルス信号が断続又は

連続して異常なパルス信号を検

出

ソレノイドバルブリレーON中、

CPUのソレノイド出力とソレノ

イドモニタが一致しない

走行時、コントローラ電源電圧

が異常に低い

下記のいずれかの症状を検出

①CPUのモータ出力とモータモ

ニタが一致しない

②モータ駆動時にモータの固着

を検出

CPUのソレノイドバルブリレー

出力とソレノイドバルブリレー

出力モニタが一致しない

コントローラ内部の異常

診　断　項　目

――――

電源系統

コントローラ不作動

Gセンサ系統

ストップランプスイッチ

入力回路系統

ホイールスピード

センサ系統

ホイールスピード

センサ系統又はセ

ンサリング

インレットソレノ

イドバルブ系統

アウトレットソレ

ノイドバルブ系統

インレットソレノ

イドバルブ系統

アウトレットソレ

ノイドバルブ系統

インレットソレノ

イドバルブ系統

アウトレットソレ

ノイドバルブ系統

コントローラ電源系統

ポンプモータ、ポンプモー

タリレー系統

ソレノイドバルブリレー

系統

コントローラ異常

ダイアグコード一覧表

点滅
コード

12

常灯

15

16

21

25

31

35

22

26

32

36

41

42

45

46

55

56

57

61

63

71

フェイルセーフ
制御解除

――――

正常電圧に復帰したとき

――――

①IG.SW. OFF

②車両走行中に、固着解

除を検出したとき

IG.SW. OFF

センサのパルス信号が正

常に復起し、規定時間正

常を検出したとき

IG.SW. OFF

正常電圧に復帰したとき

IG.SW. OFF→ON後、

正常判定したとき

IG.SW. OFF

フェイルセーフ

制　御

――――

ソレノイドバル

ブリレーをOFF

にして通常ブ

レーキシステム

とする

前・右

前・左

後・右

後・左

前・右

前・左

後・右

後・左

前・右

前・左

後輪

SAE
コード

――

――

C1015

C1016

C1021

C1025

C1031

C1035

C1022

C1026

C1032

C1036

C1041

C1042

C1045

C1046

C1055

C1056

C1057

C1061

C1063

C1071

SAEコード：スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000）で表示されるダイアグコード



ブレーキコントロール　5B-14

1. IG.SW.をOFFにする。�

2. コントローラ（HU）カプラかん合を点検する。�

YES

NO

ゆるみ等あるか？� ・かん合不良の処置。�

NO

YES

1. ダイアグモニタカプラ「ABS-DNS」～「GND」端子間の接続を再度確認する。�

2. IG.SW.をONにする。�

＊1

常灯のまま？� ・コード別の点検手順に従う。�

NO

YES

1. ジェネレータ、レギュレータの点検を行なう。� 

異常なし？� ジェネレータ、レギュレータの異常�

NO

YES

消灯するか？� ・赤／青線の断線�

・ABS警告灯回路の異常�

1. IG.SW.をOFFにして、メインヒューズボックス内のABSヒューズ（50A）�

　を外す。�

2. コントローラ（HU）カプラを外す。�

3. IG.SW.をONにする。�

4. コントローラ（HU）から外したハーネス側カプラ「IG」端子～車体�

　アース間の電圧を測定する。�

NO

YES
約12Vか？� ・黒線の断線�

・黒／白線の断線又はアースとの短絡�

1. コントローラ（HU）から外したハーネス側カプラ「WL」端子を車体�

　アースに接続する。�

・コントローラ（HU）カプラの接続不良�

以上を点検し不具合がなければ一時的な不具合又はコントローラ本体（HU）�

の不具合等が考えられる。�

＊2

＊3

ABSコントローラ�コントローラ（HU）カプラ�

5V

C�
P�
U

18

14

24

電源�
回路�

IG. METER�
15A

IG1

IG. SW.

メイン�
ヒューズ�

COMB.�
メータ�

黒/白�

赤/青�

黒�

WL

GND1

IG

ABS�
警告灯�

SWD5BF01

ダイアグコード別故障診断
コード　なし（ABS警告灯常灯）
診断項目：コントローラ不作動又は電源系統

診断内容：①コントローラが作動してない

②電源圧力が異常に高い

点検内容の説明

＊1. ダイアグコードの再点検。

＊2. コントローラ用電源回路ハーネスの点検。

＊3. ABS警告灯回路、回路ハーネスの点検。

ハーネス側カプラ（コントローラ用）

Ｖ�
SWA5BV00

ハーネス側カプラ（コントローラ用）

SWA5BV10

点検手順



ブレーキコントロール　5B-15

黒/白� IG

GS

ABSコントローラ�

コントローラ（HU）カプラ�

Gセンサカプラ�

イグニッションSW

バッテリ�

5V

C�
P�
U

GND G

18

11

13橙/黒�

赤/白�

電源�
回路�

G
セ
ン
サ
�

SWA5BF11

1. IG.SW.をOFFにして、センサカプラを外す。（センサ位置5B-25参照）�

2. IG.SW.をONにしてセンサから外したハーネス側カプラの黒／白端子～�

　車体アース間の電圧を点検する。�

NO

YES

1. IG.SW.はONのままセンサから外したハーネス側カプラの黒／白端子～�

　橙／黒端子間の電圧を点検する�

＊1

＊2

約12Vか？�

NO

YES

約12Vか？� ・黒／白線の断線又はアースとの短絡�

・橙／黒線の断線又は12V電源との短絡�

・コントローラ（HU）カプラ「GNDG」端子の接�

　続不良�

1. IG.SW.をOFFにしてセンサカプラをかん合する。�

2. Gセンサの点検を行う。（5B-28参照）�

NO

YES

正常か？� ・赤／白線の断線又は、短絡�

・Gセンサカプラの接続不良�

・Gセンサ不良�

・Gセンサの取付状態の異常�

・コントローラ（HU）カプラ「GS」端子の接続不良�

以上を点検し不具合がなければ一時的な不具合又はコントローラ本体の不具合�

等が考えられる。�

＊3

コード　15（C1015）
診断項目：Gセンサ系統

診断内容：下記のいずれかの症状を検出した。

①GS端子からの入力電圧が規定範囲外。

②・車速30km/h以上で走行中、Gセンサ入力値の変化量が規定値以下

・推定車両減速度とGセンサ入力値（減速度）の差が規定値以上

点検手順

点検内容の説明

＊1. Gセンサ用電源回路ハーネスの点検。

＊2. Gセンサ用アース回路ハーネスの点検。

＊3. Gセンサ信号及び信号回路ハーネスの点検。

注意：・故障部位の修理のみではABS警告灯は消灯しない。

・修理後、走行テスト（車速30km/h以上で10秒間以上）を行い、システム正常が確認されるとABS警告灯

は消灯する。

ハーネス側カプラ�
（センサ用）�

V
SWD5BV00

ハーネス側カプラ�
（センサ用）�

V
SWA5BV20



ブレーキコントロール　5B-16

1. ブレーキペダルをON,OFFし、ストップランプのON,OFFを点検する。�

NO

NO

YES

YES

ブレーキON時、約12Vか？�
ブレーキOFF時、約0Vか？�

1. IG.SW.をOFFにし、ABSヒューズを外す。�

2. コントローラ（HU）カプラを外す。�

3. ブレーキをON,OFFさせ、コントローラ（HU）から外したハーネス側カ�

　プラ「STS」端子～車体アース間の電圧を点検する。�

＊1

＊2

正常か？� ・ストップランプ回路ハーネス又はストップラン�

　プSW.の異常�

・緑／白線の断線�

・緑／白線のアース又は12V電源との不完全短絡�

以上を点検し不具合がなければ一時的な不具合又はコントローラ本体の不具合�

等が考えられる。�

コントローラ（HU）カプラ�

黒/白�

緑/白�

IG

STS

ABSコントローラ�

ストップランプSW

イグニッションSW

ストップランプ�

バッテリ�

18

2

C�
P�
U

5V

5V

12V
12V

CYK5B040

電源�
回路�

コード　16（C1016）
診断項目：ストップランプスイッチ入力回路系統

診断内容：IG端子電圧正常かつABS非作動時、STS端子の入力電圧が基準値外。

点検手順

点検内容の説明

＊1. ストップランプ回路の点検。

＊2. ストップランプSW入力回路の点検。

ハーネス側カプラ（コントローラ用）�

Ｖ�
SWA5BV00



ブレーキコントロール　5B-17

1. IG.SW.をOFFにしてセンサカプラを外す。�

2. ハーネスを外したセンサ側カプラの端子間抵抗を点検する。（5B-25参照）�

1. IG.SW.をOFFにしてセンサカプラを接続し、メインヒューズボックスの�

　ABSヒューズ（50A）を外す。�

2. コントローラ（HU）カプラを外す。 �

3. コントローラ（HU）から外したハーネス側カプラの「FR＋」～「FR－」�

　端子間の抵抗を点検する。�

＊1

＊2

・センサのリード線断線又は線間短絡�

・センサ本体の不具合�

・緑線又は緑／黒線の断線又は線間短絡�

・センサカプラの接続不良�

コントローラ（HU）から外したハーネス側カプラの「FR＋」～車体アー�

ス間の導通を点検する。�

YES

NO

約0Ωか？� ・緑線又は緑／黒線～アース間の短絡�

・センサハーネス又はセンサ内部でのアースとの�

　短絡�

・コントローラの「FR＋」端子又は「FR－」端子の接続不良�

・緑線又は緑／黒線と電源回路の短絡�

以上を点検し不具合がなければ一時的な不具合又はコントローラ本体の不具合�

等が考えられる。�

＊3

NO

YES

1.4±0.2kΩか�
（フロント）？  �
1.6±0.2kΩか�
（リヤ）？  �

�

NO

YES

1.4±0.2kΩか�
（フロント）？  �
1.6±0.2kΩか�
（リヤ）？  �

�

ホイールセンサ�

5V

C�
P�
U

コントローラ（HU）カプラ�

センサカプラ�

ABSコントローラ�

3

4

緑�

緑/黒�

FR＋�

FR－�

SWA5BF32

コード　21（C1021）、25（C1025）、31（C1031）、35（C1035）
診断項目：ホイールスピードセンサ系統（21：前・右　25：前・左　31：後・右　35：後・左）

診断内容：センサ信号回路の断線

図は前・右センサ回路を示す。

点検手順

注意：1. ここでは前・右センサ回路について説明する。

2. 他のセンサ回路についても同様に点検する。（リード線色、端子記号及び端子番号は上表参照）

点検内容の説明

＊1. センサ単体の点検。断線又は短絡時は正常な抵抗値が出ない。基準値はコイル温度20℃のときの値。

＊2. ハーネスとスピードセンサ直列状態での点検。

＊3. ハーネス又はスピードセンサとアースとの絶縁点検。短絡していると約0Ωになる。

前・右以外の回路
リード 端子 端子
線色 記号 番号

前・左
橙 FL＋ 15
青/白 FL－ 16

後・右
黄 RR＋ 7
黄/黒 RR－ 6

後・左
淡緑/黒 RL＋ 19
淡緑/赤 RL－ 20

ホイールセンサ�

Ω�
RWA5BR00

ハーネス側カプラ（コントローラ用）�

Ω�
RWA5BR10

ハーネス側カプラ（コントローラ用）�

Ω�
RWA5BR20



ブレーキコントロール　5B-18

該当するホイールセンサの出力電圧の点検（5B-26参照）及び、ホイール�

スピード検出部を点検する。（5B-27参照）�

NO

YES

YES

正常か？�

＊1

NO

YES

・ホイールセンサ又はセンサリング不良�

1. IG.SW.をOFFにしてセンサカプラを外す。�

2. ハーネスを外したセンサ側カプラの端子間抵抗を点検する。（5B-25参照）�

・センサ本体（コイル）の不具合�

・センサ本体の不具合（減磁など）�

・コントローラ又はセンサカプラの不完全接続�

・緑線又は緑/黒線の不完全導通�

・緑線～アース間の不完全短絡�

以上を点検し、不具合がなければ一時的な不具合又はコントローラ本体の不具�

合等が考えられる。�

＊2

1.4±0.2kΩか�
（フロント）？  �
1.6±0.2kΩか�
（リヤ）？  �

�

コントローラ（HU）から外したハーネス側カプラの「FR＋」～車体アー�

ス間の導通を点検する。�

YES

NO

約0Ωか？� ・緑線又は緑/黒線～アース間の短絡�

・センサハーネス又はセンサ内部でのアースとの�

　短絡�

＊3

コード　22（C1022）、26（C1026）、32（C1032）、36（C1036）
診断項目：ホイールスピードセンサ系統又はセンサリング

（22：前・右　26：前・左　32：後・右　36：後・左）

診断内容：センサのパルス信号が断続又は連続して異常なパルス信号を発生している。

図は前・右センサ回路を示す。

点検手順

注意：1. ここでは前・右センサ回路について説明する。

2. 他のセンサ回路についても同様に点検する。（リード線色、端子記号及び端子番号は上表参照）

点検内容の説明

＊1. 歯こぼれ、偏心、鉄粉等の付着があったり、ギャップ不良の場合正常な波形が出ない。

＊2. センサのコイル抵抗の点検。巻線間の短絡があると正常な抵抗値が出ない。

基準値はコイル温度20℃のときの値。

＊3. ハーネス又はスピードセンサとアースとの絶縁点検。短絡していると約0Ωになる。

注意：・故障部位の修理のみではABS警告灯は消灯しない。

・修理後、走行テスト（車速30km/h以上で10秒間以上）を行い、システム正常が確認されるとABS警告灯

は消灯する。

ホイールセンサ�

5V

C�
P�
U

コントローラ（HU）カプラ�

センサカプラ�

ABSコントローラ�

3

4

緑�

緑/黒�

FR＋�

FR－�

SWA5BF32

前・右以外の回路
リード 端子 端子
線色 記号 番号

前・左
橙 FL＋ 15
青/白 FL－ 16

後・右
黄 RR＋ 7
黄/黒 RR－ 6

後・左
淡緑/黒 RL＋ 19
淡緑/赤 RL－ 20

ホイールセンサ�

Ω�
RWA5BR00

ハーネス側カプラ（コントローラ用）�

Ω�
RWA5BR20



ブレーキコントロール　5B-19

1. IG.SW.をOFFし、ダイアグモニタカプラの接続を外す。�

2. 再度IG.SW.をONしてABS警告灯を確認する。�

YES

YES

NO

NO

消灯したか？�

・走行テスト（車速30km/h以上で10秒間以上）を行いABS警告灯を確認する。�

＊1

＊2

消灯したか？�

・コントローラ（HU）の一次的な不具合�

・コントローラ（HU）の一次的な不具合�

コントローラ本体の不具合�＊3

ABSコントローラ� HU

ソレノイド�
バルブリレー�

コントローラ（HU）カプラ�

5V

C�
P�
U

25

24

ABSヒューズ�

50A

白/青�

黒� GND1

＋BS

SWD5BF10

＋12V（BAT）�

ソレノイド�

コード　41（C1041）、45（C1045）、51（C1051）、55（C1055）、
42（C1042）、46（C1046）、52（C1052）、56（C1056）

診断項目：ソレノイドバルブ系統

41：前・右インレット 45：前・左インレット 55：後インレット

42：前・右アウトレット 46：前・左アウトレット 56：後アウトレット

診断内容：①CPUがソレノイドOFF指令時に、ソレノイドモニタがON。

②CPUがソレノイドONを指令時に、ソレノイドモニタがOFF。

点検手順

点検内容の説明

＊1. ①の場合は、車両停車状態で診断可能でありIG.SW.のON／OFFによりの再確認する。

＊2. ②の場合は、IG.SW. ON後、車両発進直後に診断を行うため走行テストにより再確認する。



ブレーキコントロール　5B-20

1. IG.SW.をOFFにして、メインリレーボックス内のABSヒューズ（50A）�

　を外す。�

2. コントローラ（HU）カプラを外す。�

3. エンジンをアイドリング回転として、コントローラ（HU）から外した�

　ハーネス側カプラの「IG」端子～車体アース間の電圧を点検する。�

NO

YES

＊�

9.5V未満？� ・黒／白線の断線又は抵抗増大�

・黒／白線～アース間の短絡又は不完全短絡�

・コントローラカプラ 「IG」 端子、 「GND1」 端子の接続不良�

以上を点検し不具合がなければ一時的な不具合又はコントローラ本体の不具合�

等が考えられる。�

黒/白� IG

ABSコントローラ�

ジェネレータ�
（レギュレータ内蔵）�

イグニッションSW

バッテリ�

SWA5BF51

5V

C�
P�
U

GND1

18

24黒�

B

電源�
回路�

5V

コード　57（C1057）
診断項目：電源系統

診断内容：電源電圧が異常に低い。

点検手順

注意：コード57が検出された場合は、最初にジェネレータ、レギュレータの点検を行う。

点検内容の説明

＊ 低電圧又は高電圧異常の点検。配線を含む電源系統に不具合があるとコントローラのIG端子入力が9.5V未満

になる場合がある。

参考：低電圧状態から正常復帰した場合、ABS警告灯は消灯し、コードは記憶されない。

ハーネス側カプラ（コントローラ用）�

Ｖ�
SWA5BV00



ブレーキコントロール　5B-21

1. IG.SW.をOFFし、ダイアグモニタカプラの接続を外す。�

2. 走行テスト（車速30km/h以上で10秒間以上）を行いABS警告灯を確認する。�

YES

NO
消灯したか？�

・白/青線の断線又はアースへの短絡�

・メインヒューズボックスのABSヒューズ（50A）切れ�

以上を点検し、不具合がなければHU・コントローラ本体の不具合が考えられる。�

＊�

　�

・コントローラ（HU）の一次的な不具合�

CWB5BF22

5V

C�
P�
U

＋12V(BAT)

23白/青� +BM

ABSコントローラ� HUコントローラ（HU）カプラ�

22黒� GND2

M

ポンプ�
モータリレー�

ABSヒューズ�

50A

コード　61（C1061）
診断項目：ポンプモータ、ポンプモータリレー系統

診断内容：下記のいずれかの症状を検出した。

①CPUのモータ出力とモータモニタが一致しない。

②モータ駆動時にモータの固着を検出した。

点検手順

点検内容の説明

＊ ポンプモータ及びポンプモータリレー系統の故障は、イグニションスイッチON後、初回の車両発進直後に故

障診断を行う。走行テストにより、再確認を行う。
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コード　63（C1063）
診断項目：ソレノイドバルブリレー系統

診断内容：CPUがソレノイドバルブリレーON又はOFFを指令しているにもかかわらず、ソレノイドバルブモニタ

信号が追従しない。

点検

・白／青線の断線又はアースへの短絡

・メインヒューズボックスのABSヒューズ(50A)切れ

以上を点検し不具合がなければ一時的な不具合又はHU・コントローラ本体の不具合が考えられる。

ABSコントローラ� HU

ソレノイド�
バルブリレー�

コントローラ（HU）カプラ�

5V

C�
P�
U

25

24

ABSヒューズ�

50A

白/青�

黒� GND1

＋BS

SWD5BF10

＋12V（BAT）�

ソレノイド�



ブレーキコントロール　5B-23

コード　71（C1071）
診断項目：コントローラ

診断内容：コントローラ内部の異常。

点検手順

診断内容の説明

＊ システム異常の再確認。

コントローラの不具合。�

YES

NO

消灯したか？� ・コントローラの一時的な不具合が考えられる。�

1. IG.SW.をOFFし、ダイアグモニタカプラの接続を外す。�

2. 再度IG.SW.をONしてABS警告灯を確認する。�

＊�
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CYK60070

RYK5B010

IG.SW.

ABS警告灯�

右前輪�

左前輪�

後輪�

ポンプ�
モータ�

ON

OFF

ON

OFF

減圧�

増圧�

減圧�

増圧�

減圧�

増圧�

ON

OFF
2s 3s 3s500ms

基本点検
ハイドロリックユニット（HU）の減圧作動点検
ブレーキペダルを踏んだ状態で、各車輪のブレーキ液圧を強制的に減圧作動させ、各車輪が回転するかを確認しHU

の作動点検を行う。

また、HUの交換又はブレーキパイプの交換等を行ったときは、HU減圧作動点検によりHUブレーキ配管に誤配管が

ないか点検を行う。

注意：・HUを交換した後、イグニッションSWをONするとABS警告灯が点滅し続ける。HU減圧作動点検により

HUブレーキ配管に誤配管がないか点検を行うこと。

・HU減圧作動点検後、再度イグニッションSWをONすると通常状態となる。

点検
2人組になり、下記の手順でHUブレーキ配管の点検を行う。

1. ブレーキ配管内にエアの混入がないか点検する。

注意：・ブレーキ配管内にエアが混入したままHU減圧作動点検

を行うとHU内部にエアが入る。

2. バッテリ電圧、トラブルコード及びブレーキの引きずりを点

検し異常がないことを確認する。

3. 室内ペダルブラケット付近にあるダイアグノーシスカプラ（6

極）の［ABS－DNS］と［GND］間をサービスワイヤで接続

する。

4. ホイールが回る程度、車両をリフトアップする。

5. シフトレバーをニュートラルにする。

6. 1人がブレーキペダルを踏んだまま、イグニッションSWをON

にし、左図のタイミングでHUの作動が行われているか作動音

を確認する。

このとき、もう1人がホイールを回転させるように構えておき、

左図のタイミングにより各輪のブレーキ液圧がリリースされ、

ホイールが回転するか点検する。

1回で全輪の点検ができない場合は、5秒以上間隔をおいてか

ら、再度減圧作動点検を行う。

7. イグニッションSWをOFFにし、ダイアグモニタカプラの接続

を外す。

上記の点検で異常が確認された場合は、HUブレーキ配管の再点検

又はHUの交換を行う。

注意：［ABS－DNS］～［GND］間を接続しているときブレー

キを踏んだままイグニッションスイッチをONにすると、

ABSコントローラはHU減圧作動点検を行う。

参考
スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000）のアクティブ制

御により、HU減圧作動点検が可能である。

注意：・スズキダイアグノスティックモニタ（S-DM2000）の操

作方法は、カートリッジ取扱説明書 共通編を参照のこ

と。

1. ダイアグモニタカプラ

1
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CYT60110

16 3

15 4

CYT60090

車上整備
ホイールスピードセンサ
抵抗値の点検
1. イグニッションSWをOFFにする。

2. ホイールセンサのカプラ（2極）を外す。

1. ホイールスピードセンサコネクタ

フロント

1. センサカプラ

3. センサ側カプラの端子間の抵抗を測定し、基準値に入ってい

ることを確認する。

基準値（kΩ）：フロント 1.4±0.2（20℃時）

リヤ 1.6±0.2（20℃時）

基準値を外れている場合は交換する。

リヤ

1

1. センサカプラ

1

青白
FL－

橙
FL＋

緑
FR＋

緑黒
FR－
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1. PP電圧

出力電圧の点検
1. イグニッションSWをOFFにする。

2. ホイールが回転できる程度、車両をリフトアップする。

3. ホイールスピードセンサコネクタを外す。

4. 電圧計（ACレンジ）をスピードセンサコネクタの端子間に接

続する。

5. ホイールを1秒間に約1/2～1回転させたときの電圧を測定する。

基準電圧（mV）：53以上（周波数21～43Hz時）

異常がある場合は、ホイールスピード検出部（ホイールスピード

センサ、センサリング）の点検を行う。　

〈参考〉

オシロスコープを使用する場合は、PP電圧を測定し、また波形

に乱れがないか点検する。

基準電圧（mVpp）：150以上（周波数20Hz時）

注記：1.「PP電圧」とは、「PEAK TO PEAK電圧」の略語で電

圧の最大値と最小値の差のことである。

　　　2.「VPP」は、PP電圧を表わす単位である。

1. ホイールスピードセンサコネクタ
2. ホイールを手で回転させる（1/2～1rps）
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ホイールスピード検出部の点検
下記の項目を点検し、不具合がある場合は、清掃又はセンサリン

グを交換すること。

・ホイールスピードセンサの取付け状態

・センサリングの歯の欠け及び損傷

・センサリングの偏心

・鉄粉等の付着（ホイールスピードセンサ先端部、センサリング）

フロントの場合

・ホイールスピードセンサの取付け状態の点検

・センサリングの点検

・ホイールスピードセンサを取外し、センサ先端部の点検

リヤの場合

・ホイールスピードセンサの取付け状態の点検

・センサリングの点検

（リヤのセンサリングは、外部から見えないためホイールスピー

ドセンサを取外し、センサ取付け穴からセンサリングを点検す

る。）

・ホイールスピードセンサ先端部の点検

組付け

下記の点に注意して、取外しの逆の手順で行う。

・ホイールスピードセンサを取付ける前に、スピードセンサ及び

センサリングに鉄粉等が付着していないか点検すること。

・ホイールスピードセンサは取付け面との間にすき間ができない

ように取付けること。（上図参照）

・ホイールスピードセンサを取付けるときに必要以上にワイヤハー

ネスを引っ張ったり、ねじったりしないように注意して、クラ

ンプボルトを規定のトルクで締付ける。

締付トルク：10N・m｛100kgf・cm｝

注意：ホイールスピードセンサを取付けるとき、Oリングを傷つ

けないこと。（リヤ）

1. ホイールスピードセンサ
2. クランプボルト

フロント

リヤ

2

1
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CWB5BA02

「GS」�「GNDG」�

ハーネス側カプラ�

2221 3 4 6 7
11　� 12 13 14

15 16 211817 19 20

23

24 25

CWB5BA11

V

Gセンサ
取外し
1. イグニッションSWをOFFにする。

2. エンジンルーム運転席側にあるメインヒューズボックス内の

ABSヒューズ（50A）を外す。

3. ABSコントローラ（HU）カプラを外す。

4. パーキングブレーキレバーカバーを外す。

5. センサのコネクタを外す。

6. 取付ボルトを外し、Gセンサを取り外す。

注意：センサに強い衝撃を与えないこと。

点検

コントローラ（HU）から外したハーネス側カプラの「GS」端子に

電圧計の+、「GNDG」端子を車体アースに接続し、電圧計の-を

接続する。

注意：・適切なサイズの端子で作った測定用リード線を使用し

メス側端子が開くのを防ぐ。

・カプラ内の端子に直接プローブを接続しないこと。

イグニッションSWをONにし、センサの矢印マークを水平、上向

き及び下向きにしたときの電圧を測定する。

基準電圧（V）水平状態 ：2.1～2.9

上向き状態：3.1～3.9

下向き状態：1.1～1.9

基準値から外れている場合は、Gセンサを交換する。

組付け
下記の点に注意して、取外しと逆の手順で行う。

・Gセンサは、矢印の向きが車両前方向になるように取り付けるこ

と。

・取付ボルトは規定のトルクで締め付けること。

締付トルク：3.0N・m｛30kgf・cm｝

1. パーキングブレーキレバー
2. Gセンサ
3. ボルト

ラベル�

矢印�

CWC5BA10



ブレーキコントロール　5B-29

分解整備
ホイールセンサリング
歯に欠け、潰れなどの不具合がある場合は交換する。

〈フロント〉
取外し

1. センサリングをホイールハブとアッシで取り外す。

（ジムニー 整備編（42-81AH0）“セクション4B”参照）

2. センサリングをホイールハブから取り出す。

注意：センサリングは、割柄ドライバ等を少しずつ全体にあて、

ホイールハブから均等に外すこと。

センサリングを一方向から外そうとするとリングが変形

するおそれがある。

点検

・リングの歯に欠け、損傷または、つぶれ等がないか点検する。

・センサリングに反りなどの変形がないか点検する。

・鉄粉等の異物が付着していないか点検する。

上記点検を行い、不具合があれば交換する。

取付け

1. 適当なパイプを使用して、リングをホイールハブに圧入する。

注意：・ここで使用するパイプは、内径が90～96mmで、外径が

ロータの歯に干渉しないこと。

・センサリングは、ホイールハブに斜めに挿入されない

ように注意すること。

2. ホイールハブ、ブレーキディスク、ブレーキキャリパ、ロッ

キングハブ及びホイールを取り付ける。

（ジムニー 整備編（42-81AH0）“セクション4B”参照）

3. 走行テストを行い、ABSシステムに異常がないことを確認す

る。

1. センサリング

1. 板
2. パイプ
（内径90～96mm）

3. センサリング
4. ホイールハブ
5. 油圧プレス
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CWB5BC00

1

2

〈リヤ〉
取外し

1. リヤアクスルシャフトを取り外す。（ジムニー 整備編 42-81AH0

セクション2C参照）

1. センサリング
2. プレス

取付け

取外しと逆の順序で取り付けるが、以下の点に注意する。

・プレスを使用してセンサリングを圧入する。

注意：センサリングを圧入するときは、リテーナリングに損傷

を与えないように注意すること。

2. 特殊工具を使用して、リヤアクスルシャフトからセンサリン

グを取外す。

特殊工具A（ユニバーサルプーラ） ：09927-18411

B（カウンタシャフトホルダ）：09921-57810

注意：取外したセンサリングは再使用しない。

A

B
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CYK60130

ハイドロリックユニット（HU）

取外し
1. バッテリの-ケーブルを外し、コントローラ（HU）カプラを外す。

2. フレアナットレンチを使用して、HUのブレーキパイプを外す。

特殊工具（フレアナットレンチ）：09950-78220

注意：ブレーキフルードがこぼれないように、ブレーキパイプにブリーダプラグキャップをすること。

3. HUブラケットボルト（3本）を外し、HUをブラケットごと外す。

4. HU底面取付ボルトを外し、HUをブラケットから外す。

注意：・HUに衝撃を与えたり、HU内に異物を混入させないこと。

・HUは分解しないこと。

取付け
下記の点に注意して、取外しの逆の手順で行う。

・上図を参照にして規定のトルクで締付けること。

・HU取付け後、通常ブレーキのエア抜きを行うこと。

・ブレーキフルードの漏れがないか点検し、HU減圧作動点検を行うこと。（5B-24参照）

注意：・ブレーキ配管内にエアが混入したまま、HU減圧作動点検を行うとHU内部にエアが入る。

・HUを交換した後、イグニッションSWをONするとABS警告灯が点滅し続ける。HU減圧作動点検により

HUブレーキ配管に誤配管がないか点検を行うこと。

・HU減圧作動点検後、再度イグニッションSWをONすると通常状態となる。

1. フレアナット（5ヶ所）
2. HU底面取付ボルト（3本）
3. ブラケットボルト（3本）

a 締付トルクN・m｛kgf・cm｝

3

a 25｛250｝

1

2

a 9｛90｝

a 16｛160｝
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特殊工具一覧

ユニバーサルプーラ カウンタシャフトホルダ フレアナットレンチ
09927-18411 09921-57810 09950-78220
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ボデーエレクトリカル
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スイッチ類

ハザードスイッチ …………………………………………………………………… 7- 2

リヤワイパ&ウォッシャスイッチ…………………………………………………… 7- 2

リヤデフォッガスイッチ …………………………………………………………… 7- 3

フォグランプスイッチ ……………………………………………………………… 7- 3
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概要
・ハザードスイッチの位置をコンビネーションスイッチからインストルメントパネル中央部に変更した。

・リヤワイパ&ウォッシャスイッチ、リヤデフォッガスイッチ、フォグランプスイッチにイルミネーションを追加

した。

TLL

TR＋ ＋B IG IL ILE

TRS

TLR

TR＋ TLL TLR ILE

IG ＋B TRS IL

ON IL
L

JJG70012

ON

ON

IG

L AS W

IL

ILE

リヤ�
ワイパ�
SW リヤワイパ&ウォッシャSW

ILL ILL

ILE

L

AS

IG

IL

W

スイッチ類
ハザードスイッチ
点検

・ハザードスイッチを取り外して、下記端子間の導通を点検する。

IG－TR＋間 ：スイッチOFF時導通有り

＋B－TR＋間：スイッチON時導通有り

TRS－TLL間 ：スイッチON時導通有り

TRS－TLR間：スイッチON時導通有り

IL－ILE間 ：常時導通有り

リヤワイパ&ウォッシャスイッチ
点検

・リヤワイパ&ウォッシャスイッチを取り外して、下記端子間の導

通を点検する。

IG－W間 ：リヤワイパ&ウォッシャSWがONの時に導通有り

IG－L間 ：リヤワイパSWがONの時に導通有り

リヤワイパSWがOFFで、リヤワイパ&ウォッシャSW

がONのとき導通有り

IG－AS間：リヤワイパ&ウォッシャSWがONのとき導通有り

AS－L間 ：リヤワイパSWとリヤワイパ&ウォッシャSWがOFF

の時に導通有り

IL－ILE間：常時導通有り
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ヒューズ�

IL IG

COMB SW

リヤデフォッガSW

リヤデフォッガ�
ワイヤ�

ILE

IL
L

IN
D

LOAD

E

NNA70821

ON

リヤデフォッガスイッチ
点検

・リヤデフォッガスイッチを取り外して、下記端子間の導通を点

検する。

IG－E間 ：スイッチがONの時に導通有り

IG－LOAD間：スイッチがONの時に導通有り

IL－ILE間 ：常時導通有り

LOAD－E間 ：常時導通有り

IL

IG

LOAD

E

ILE

IL IG

ILE

IL
L

IN
D

LOAD

E

ON

RNK70010

IL

IG

LOAD

E

ILE

フォグランプスイッチ
点検

・フォグランプスイッチを取り外して、下記端子間の導通を点検

する。

IG－LOAD間：スイッチがONの時に導通有り

IG－E間 ：スイッチがONの時に導通有り

IL－ILE間 ：常時導通有り

LOAD－E間 ：常時導通有り
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サービスデータ
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ITF15082

エンジン

Vベルトの測定点

K6A

項　　　　　　目

圧縮圧力 （kPa{kgf/cm2}） 基準値

［エンジン回転速度400rpm時］ 限度値

気筒間差

Vベルトの ジェネレータベルト 新品時

たわみ量（mm） 再張時

 ベルト中央部を ファンベルト 新品時

 98N｛10kgf｝ 再張時

 で押したとき A／Cベルト 新品時

再張時

P／Sベルト 新品時

再張時

バルブクリアランス （mm） 冷間時 IN

EX

温間時 IN

EX

アイドリング回転速度［ニュートラルNレンジ時］（rpm）

A／Cアイドルアップ回転速度 （rpm）

ISCデューティ比 ＊1 （%）

O2センサフィードバックデューティ比 ＊1（%）

CO濃度（無負荷状態） （%）

HC濃度（無負荷状態） （ppm）

シリンダヘッド締付トルク （N･m{kgf･cm}）

インテークマニホールド締付トルク （N･m{kgf･cm}）

エキゾーストマニホールド締付トルク （N･m{kgf･cm}）















データ

K6A

1,180｛12.0｝

880｛9.0｝

98｛1.0｝

8～10

12～16

－

－

5～7

5～7

－

－

0.18～0.23

0.18～0.23

0.21～0.27（参考値）

0.20～0.26（参考値）

950±50（AT車はNレンジ）

1,050±50

2～30

5～95

0.4以下

300以下

59｛600｝

11｛110｝

25｛260｝

＊1. デューティ比はHiデューティを示す。

ジェネレータベルト

A／Cベルト



サービスデータ　9-3

データ

4.0

88｛0.90｝

73｛0.75｝

98

82

95

項　　　　　　目

冷却水全容量 （L）

ラジエータキャップ開弁圧 基準値

（kPa{kgf/cm2}） 限度値

電動ファン作動開始温度 （℃）

サーモスタット
開き始め温度 （℃）

全開温度 （℃）

潤滑装置

冷却装置

項　　　　　　目

オイルポンプリリーフバルブ調整油圧 （kPa{kgf/cm2）

オイル量 （L） Loレベル

Fullレベル

フィルタ交換時

使用オイル銘柄（スズキ純正）

オイル交換時期 通常使用時

シビアコンディション

オイルフィルタ交換時期 通常使用時

シビアコンディション

データ

370～350｛3.0～3.8｝

1.8

2.8

3.0

通常：10W-30（SJ/GFⅡ）、寒冷時：5W-30（SG/CD）

6ヶ月又は5,000km毎

3ヶ月又は2,500km毎

10,000km毎

5,000km毎

電装関係
項　　　　　　目

スパークプラグ 型式 NGK

デンソー

ボッシュ

点火すきま （mm）

点火順序

点火時期 （°/rpm）

ハイテンションコードの抵抗値 （kΩ/m）

イグニッションコイルの抵抗値 一次 （Ω）

二次 （kΩ/m）

データ

KR7AI

－

－

0.7～0.8

1－3－2

5±1/950

－

－

－

フューエル
項　　　　　　目

燃　圧 （kPa{kgf/cm2}）

フューエルタンク容量 （L）

データ

294｛3.0｝

40



サービスデータ　9-4

項　　　　　　目

使　　用　　オ　　イ　　ル　　銘　　柄

オイル量 （L）
全　　容　　量

交換時オイル量

オ　　イ　　ル　　交　　換　　時　　期

ギヤとシンクロナイザリングとの隙間（mm）
基準値

限　度

1st、2nd
基準値

限　度

シンクロナイザリングの
3rd、4th

基準値

キー溝（mm） 限　度

5th
基準値

限　度

シンクロナイザスリーブと 基準値

シフトフォークの隙間 （mm） 限　度

Lo
基準値

限　度

シフトフォーク爪部の
Hi

基準値

厚さ （mm） 限　度

5th
基準値

限　度

使　　用　　オ　　イ　　ル　　銘　　柄

オイル量（L）
全　　　　容　　　　量

交 換 時 オ イ ル 量

オ　　イ　　ル　　交　　換　　時　　期

アイドリング Dレンジ

ラインプレッシャ 回　転　時 Rレンジ

（kPa{kgf/cm2} ストール Dレンジ

回転時 Rレンジ

ストール回転速度 （rpm）
Dレンジ

Rレンジ

データ

スズキ4輪ギヤオイル75W-90（GL-4）

1.2

－

40,000km毎「シビアコンディション時は20,000km毎」

－

0.5

9.6

9.9

8.8

9.1

9.6

9.9

－

1.0

5.8

－

5.8

－

5.8

－

スズキATオイル2384K

3.9

－

40,000km毎「シビアコンディション時は30,000km毎」

870｛8.9｝

1,370｛14.0｝

870｛8.9｝

1,370｛14.0｝

3,500

3,500

動力伝達装置

マ
　
ニ
　
ュ
　
ア
　
ル
　
ト
　
ラ
　
ン
　
ス
　
ミ
　
ッ
　
シ
　
ョ
　
ン

オ

ー

ト

マ

チ

ッ

ク

ト

ラ

ン

ス

ミ

ッ

シ

ョ

ン



サービスデータ　9-5

項　　　　　　目

高さ（取付け位置） （mm）

クラッチペダル
遊び （mm）

継ながるとき (切れるとき) 床板とのすき間（mm）

踏み込んだときの床板とのすき間（mm）

レリーズアームの遊び （mm）

厚さ （mm）
基準値

限　度

クラッチ
リベットの沈み量（mm）

基準値

ディスク 限　度

回転方向のがた （mm）

クラッチディスクの振れ（mm）

プレッシャ 基準値

クラッチカバー
プレート平面度（mm）限　度

ダイヤフラムスプリング

爪部の高さ不揃い限度 （mm）

使　　用　　オ　　イ　　ル　　銘　　柄

オイル量 （L）
全　　容　　量

交換時オイル量

オ　　イ　　ル　　交　　換　　時　　期

ドライブベベルピニオンナット締付トルク（N･m{kgf･cm}）

ドライブベベルピニオンベアリングのプレロード（N･m{kgf･cm}）

ベベルギヤのバックラッシュ （mm）

使　　用　　オ　　イ　　ル　　銘　　柄

オイル量 （L）
全　　容　　量

交換時オイル量

オ　　イ　　ル　　交　　換　　時　　期

ドライブベベルピニオンナット締付トルク（N･m{kgf･cm}）

ドライブベベルピニオンベアリングのプレロード（N･m{kgf･cm}）

ベベルギヤのバックラッシュ （mm）

デファレンシャルサイドギヤのスラスト

方向の遊び （mm）

データ

－

10～20

90以上

－

－

8.0～8.8

7.4

1.3

0.5

0.8以下

－

－

－

－

スズキ4輪ギヤオイル75W-90（GL-4）

4WD：0.8、2WD：1.25

－

40,000km毎「シビアコンディション時は20,000km毎」

－

－

－

スズキ4輪スーパーギヤオイル80W-90（GL-5）

1.35

－

40,000km毎「シビアコンディション時は20,000km毎」

200｛2,040｝

0.9｛9｝

0.15

－

ク
　
　
　
ラ
　
　
　
ッ
　
　
　
チ

ト
　
ラ
　
ン
　
ス
　
フ
　
ァ

フ
ロ
ン
ト
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル



サービスデータ　9-6

項　　　　　　目

使　　用　　オ　　イ　　ル　　銘　　柄

オイル量 （L）
全　　容　　量

交換時オイル量

オ　　イ　　ル　　交　　換　　時　　期

ドライブベベルピニオンナット締付トルク（ N･m{kgf･cm}）

ドライブベベルピニオンベアリングのプレロード（ N･m{kgf･cm}）

ベベルギヤのバックラッシュ （mm）

プロペラシャフトの振れ （mm）

データ

スズキ4輪スーパーギヤオイル80W-90（GL-5）

1.5

－

40,000km毎「シビアコンディション時は20,000km毎」

250｛2,550｝

1.3｛13｝

0.15

0.7以下

ステアリング関係
項　　　　　　目

ステアリングホイール外周の遊び （mm）

ステアリングホイール操舵力 （N{kgf}）

ステアリングコラムの全長 （mm）

パワーステアリングベルトのたわみ量（mm）
新　品　時

再　張　時

回路の油圧 （MPa{kgf/cm2}）
背　　　圧

リリーフ圧

ステアリングピニオン回転トルク （N･m{kgf･cm}）

データ

30以下

59｛6.0｝

733.2～734.8

－

－

－

－

－

リ
ヤ
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル

サスペンション関係

項　　　　　　目

トー （mm）

キャンバ

キャスタ

キングピン傾斜角

サイドスリップ （mm/m）

ホイールの切れ角
内　側

外　側

ホイールベアリング軸方向の遊び （mm）

トーイン （mm）

キャンバ

キャスタ

ホイールベアリング軸方向の遊び （mm）

フ

ロ

ン

ト

サ

ス

ペ

ン

シ

ョ

ン

リ

ヤ

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

データ

IN4±2

0°30′±1°

4WD：1°55′±1°、2WD：3°15′±1°

13°00′±1°

IN3～OUT1

35°±3°

32°±3°

0.1以下

0

0°00′

－

0.1以下



サービスデータ　9-7

ホイール及びタイヤ

項　　　　　　目

残　溝 （mm）

前　輪

空気圧 （kPa{kgf/cm2） 後　輪

スペアタイヤ

オフセット （mm）

ピッチ円直径 （mm）

リムの振れ限度 （mm）
横振れ

縦振れ

ホイールナット締付トルク （N･m{kgf･cm}）

タ

イ

ヤ

ホ

イ

ー

ル

データ

175／80R16 91Q

1.6以上

160｛1.6｝

180｛1.8｝

前輪・後輪の空気圧参照

22

139.7

1.2以下

1.4以下

95｛970｝

データ

スズキブレーキフルード（DOT3）

1～8

65以上

6～8

10.0

1.0

10.0

8.0

－

0.15

4.5

1.0

220

222

ブレーキ

＊1…踏力290N｛30kgf｝のとき

＊2…操作力200N｛20kgf｝のとき

項　　　　　　目

ブレーキフルード 銘柄

遊び （mm）

床板とのすき間＊1 （mm）

パーキングブレーキレバーの引きしろ＊2（ノッチ数）

パッド厚さ （mm）
基準値

限　度

基準値
ディスクの厚さ （mm）

限　度

ディスクの振れ　　　　　（mm）
基準値

限　度

ライニング厚さ （mm）
基準値

限　度

ブレーキドラムの内径 （mm）
基準値

限　度

ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ

ド

ラ

ム

ブ

レ

ー

キ
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